


暖房器具をきちんとしまう
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一手間かけて、次の冬に備える
温かくなったと思ったら、また寒さが逆戻り…春の訪れはいつもそんな繰り返しか
ら始まります。暖房器具をしまうタイミングがなかなかつかめず、なんとなく使わ
なくなってそのまましまってしまう、ということはありませんか？
どんなものでも、片づけるときに考えたいのは、「次に使うときに使いやすいように」
ということ。暖房器具は、きちんとお手入れしてからしまうと、次の冬が来たとき
にあわてることがありません。「次、使うときにあたふたしないように…。」今年は
そんなことを考えて片づけをしてみませんか？

 
石油ストーブ、ファンヒーターをしまう時には

灯油を燃料とする暖房器具をしまうときのポイントは、灯油の処理。灯油が変質すると、「タール」という燃えにくい
成分が発生し、不完全燃焼などの事故につながってしまいます。次のシーズンも安全に使うためには、残った灯油をしっ
かり抜き取っておくことが大切です。
ビニール袋に新聞紙やぼろきれを入れたものを用意し、その中に燃料タンクに残った灯油をあけます。本体のタンク
受け部分に残った灯油も、器具付属のスポイトなどで吸い取りましょう。その上で、石油ストーブは自然に火が消える
まで燃焼させ、ファンヒーターはクリーニングモードで自動停止するまで運転し、灯油を使い切ってしまいます。灯油
の処理ができたら、本体についたほこりをきれいに拭いて、お掃除完了。乾電池を抜き取ってからしまいましょう。

ホットカーペットをしまう時は、しっかりと掃除機をかけてゴミをしっかりと
取り除くこと。ダニは、毛足の間に残ったゴミをエサにして発生します。 
高温で通電してダニを退治する機能があれば、 通電してから掃除機をかけま
しょう。
しっかりとダニやゴミを取ったら、次に注意したいのが「たたみ方」。中に入っ
ている電熱線を傷つけないように、買った時にたたまれていたのと同じように
たたみましょう。取り扱い説明書に、たたみ方が記載されている場合もある
ようです。たたむ時に、乾燥材を間に挟んでおくといいですね。

「片づける」ということのないエアコンも、暖房シーズンの終わりを区切りに、
一度お掃除しておきましょう。
フィルターを外して、お風呂場などで水洗いすれば、ほこりやカビの胞子な
どが落ち、また快適に使うことができるようになります。自動クリーニング
機能を備えた機種もあるので、エアコンを買う時に参考にするのもいいかも
しれません。

 
ホットカーペットをしまう時には

 
エアコンもお掃除しましょう


